






















































































































































































































































































る（ Robert	Hymes,	 “Statesmen and Gentlemen: The 
Elite of Fu-chou, Chiang-hsi, in Northern and Southern 
Sung”.	Cambridge	University	Press,	986）。これに対し
て著者は，本書の考察から彼らの地域活動がけっして永
続的なものではなく，士人家族はつねに没落の危険を抱
えており，それゆえに科挙合格が宋代を通じて社会にお
ける上昇移動の契機として存在し続けていたことを主張
する。これは今後の社会史研究に対して，あらためてひ
とつの論点を提供したものといえるだろう。
　本書の注意点・問題点として，以下を挙げておきたい。
まず第二篇について，本篇の叙述は，各章で個別の家族
をとりあげる構成となっている。そのため，郷曲義荘や
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郷飲酒礼をはじめとする士人たちの社会活動について各
章で重複する部分も多く，読者は注意が必要である。
　次に著者は，家族成員の成功のメルクマールとなる科
挙合格を大変ひろい範囲で使用しており，進士科合格と
特奏名合格，はては地方試験通過者（郷貢進士）─宋代に
は，制度上の身分として保証された地位ではなかった─
をも成功者としてカウントしている場合がある（たとえ
ば本書75頁を参照）。周知の通り，科挙合格には，おの
ずと段階的な差異があり，こうした実質的な身分の差異
が家族発展のなかでどのような影響をもたらすものだっ
たかについては，なんらかの説明がほしかった。
　これまでの社会史研究には，南宋の地方社会をあつか
う際の諸制度について，先行研究を十分に消化しきれて
いない部分や，未解明な部分が多かったという実感を抱
く。従来の制度史が，かなりの部分で北宋偏重型にあっ
たこと，また制度の大まかな整理が多く，その地方社会
における制度運用の実態について，まだまだ考察が不十
分であったことは事実であろう。このとき，主客戸制や
戸等制の問題，州県学生や解試受験者が太学生や官僚と
なっていく昇級・昇進ルートの問題は，地方社会の構造
を解明するうえでもなおざりにできない。地方社会を分
析するツールとして，もういちど諸制度を考えてみるこ
とが肝要であり，宋代の家族と社会に関するひとつの到
達点を示した本書の研究成果を超えていく今後の課題で
はないかと考える。
	 （東大図書公司，2006年，（2）＋30頁）
